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公開について⼀定の制限が必要なヒトに関するデータを
収集・公開する仕組み（2013年10⽉JSTにて運⽤開始）

⇒2024年4⽉から
DBCLSで運⽤

DSコーディネーター
DBCLS特任准教授

箕輪 真理
minowa@dbcls.rois.ac.jp

NBDCヒトデータベースについて
〜個⼈情報を取り扱う情報基盤の運⽤

https://humandbs.dbcls.jp/
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背景・特徴
• 研究成果の共有要請（論⽂誌等による要請）
• プロジェクト成果の受け⽫の不在（欧⽶のデータベースへの流出）

• ヒトに関するあらゆるデータ（例︓ゲノム、遺伝⼦発現、脳画像）
を受⼊、利⽤希望者に提供＜⽇本初＞≒dbGaP（⽶）、EGA（欧）

• 国内外の法制動向等を踏まえた共有・利⽤ガイドラインを制定
– 個⼈情報保護法（国内・国外）

※ゲノムは個⼈識別符号、病歴等は要配慮個⼈情報
– ⼈を対象とする⽣命科学・医学系研究に関する倫理指針（2021年統合）

⼈を対象とする医学系研究に関する倫理指針
ヒトゲノム・遺伝⼦解析研究に関する倫理指針

⇒研究参加者の保護
– 海外におけるデータ共有⽅針との整合性（⽶国、欧州〈特にGDPR〉）

• ガイドラインに基づく、データ提供／利⽤の外部委員による審査
（DBCLSが事務局として機能）
– 提供者と利⽤者の間での契約は不要⇒⼿続きの簡素化
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主なデータの種類

⾮制限公開データ
（76件）

公開待機データ

ヒトデータ審査委員会
での審査に基づき利⽤
可能
・個⼈ごとの情報

ウェブサイト等から
制限なく公開
・集団の統計値
・特定の個⼈由来ではない試
料の解析結果

各プロジェクト・実施機関

NBDC

ヒ
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

匿名化前・公開留保データ他

匿名化

制限公開データ
（292件）

⼀定期間の後、制限公開
データ等へ移動

計340件、検体数20万以上

4

多くの機関と連携しながら運⽤

利⽤者は希望により
機関外サーバ
（第3者が提供するサーバ）
での利⽤が可能（別契約）
※現在4機関が提供

グループ共有
（プロジェクト内での共有
など⼀般公開前の共有DB）
例︓AMEDによるAGD、
SIP2におけるSHD

セキュアなデータ
保管環境JGAなどの
データベースの維持


